
1998年 東大数学 文系第 2 問 ⑦

(リ 以上
.

⑤ G 20 か , bto 円 の式 を展開すると Gcatb
'

zo

補 鋭角三角形 ② acy か , bto √
鋭鎮角角形 とは 、内角 の全てが鋭のnwww

三角のこと ③ (a
-
g ←b : か」 b も0 の 領 ま或 を 図示すると

へは
角形の 内角の和は 180 なので、 ⑨ かつ ② か ? ③ の 式を

最辺 が 鋭鎮角んであれば、全飢 の 内角が鋭角 になる まをめる
、

( G _
b ) の条は

0 OPQ が鋭角
人q

σ iP ) x
OLacy か ,Giatbmum

G LPOR < 900 …
。 Q (G. b)

境界含まないい
かか

∠ QP紐 [90

かつ
@ ← (2) 0 cacy か , a at h ^ so

」
のとき

LOQP E 90
-
-③ 0 PClo 1 凶) (mtha) ” ー(Mena ) t品 が 成点することを示す

。

G の 登場回数 がので、 b を 先起消去 しておく

G
2
. atb 30 より

⑨ LPOQ S 90 となる 々
。 Q

bas G- Gs
↓ 酔等を点の (h _ '

この領域 な条枚が角G70
か、btommm nib

'

3 b
( a - G )

なので、

(但 し K軸上 は
、
一直線になるので 除く JO p (10

) '

&(* )(Mena ] ?: (mena ]th □ よりさ
]

:

ミ (mena? .(menale nla.

aynn_ n +amn ) aem_ n
～

↓ 展開にいで降べきの 順
② LQP 紐 EO となる

災 これは 氏 の 1次式

点α (G

この領器
の 条件はapoG か

、btone fia] = ( Gこ n + 2mn ) G + MIM とおくと
、

OKacn によいしのfla ) の 最山値品 を 通せばよい。

(但し 、 のく軸上 は、一直線 になるので 除く ) 0
3 (

l .o)
解へ傾きで 場含分 け

(i) n : nt 2 mn 20のとき。 き 1 30なので感
③ LOQPE 900 となるとき 11 fla) の 最 れ値 = 91o 」 である。 。
点が ODを直径

と郎
ない

w
がい/k 署 が̂ mm

名なので、 成をのうち 、も 軸 さでない分にある

Zが 整数のとき Z
“

距

補 でく 0 なら、 左飛) ゝ0 .全) co

Q 鑫 Z = 0 ならな也 ) = (右辺)
Q w

鈍 直 てい。 なら Z≡ 1なので Z × Z ≡Z 1

0 B 0 P σ P

ligh ?nt2mncoのとき、 [傾きKo なので flay
点Q が 円 の 内部 点Q が 円周上 点② が 円 の 内部 f(al の最水値 : fCリである。 燾 ii

*"

, a
や: hin +2mnthm 0

OP を 直径とする 円 は 、 中心 か (全o) 半経式 の 田 なので
= (men )= (men )nmnuns Men - zrticr .Zz となる。

< OQP [ 90 の 条は ( a-z)' tb 3 式 か , bto
m頁

lil ; ) n 最 nt 2mn = 0 のとき
f
(al = mc m = o ～
～

よって 証明完、



1998年 東大数学 文系 第 2 問 ②

解法 を 場合分けしない

flal が 7次関数 なので 、flal の最小値 は

傾きがどうであれ fo) かfymuinxnit3“祭になる解法 を見 ると
o)かf たリのみだった、

のまり 9(0 ) とよいりのわさい方
がn

fla」 の 最小値である
。

厳密には、大 きくない 方
」
と 書いた 方 がよい。

52(fio ) とりのい 方 ) 0 をせばよい。

補 ⑨ε b の 小 さい 方 ) 品 ← 掲場分けが 省 けて 便利 !

所印 G 品 か ? bo 使える場面 が多いので 覚えておこら 。
「

から
、

(fio ) とたりのい 方 ) 0
E? 9 ,30 か , fi いnn とできる。

flo ) = mE M 0 } 解法へを 参照

fly = (Men ) ? ( men ) 30

よって 証明 された。

これのずかげで

場合 Ψ をしなくて 済む


